
脱炭素社会の実現に向けた福岡市行動宣言（案） 

（気候非常事態及びゼロカーボンシティ宣言） 

 

 

近年の記録的な猛暑、集中豪雨、大型台風などの自然災害が多発している状況は、私た

ち人類や全ての生き物にとっての生存基盤を揺るがす「気候危機」であると言え、非常事

態に今まさに直面しているとも言われています。 

こうした影響は、地球温暖化の進行とともに更に高まると考えられており、気候変動へ

の対応は、国、地域を超えて取り組むべき喫緊の課題となっています。温暖化の加速をと

どめ世界の持続可能な発展を達成するためには、科学的知見により、産業革命前からの地

球の平均気温上昇を1.5℃までに抑えることが重要とされています。 

地球温暖化が進行している今問われているのは、私たち一人ひとりの意識と行動です。 

持続可能な社会の実現に向けて脱炭素や SDGs の視点を、社会や事業活動、日常生活にお

いて取り込んでいくことは、地球の一員として今や当然に求められるものとなってきてい

ます。現在の危機的な状況を自らの問題と認識し、ライフスタイルやビジネススタイルの

転換、省エネルギー化の推進、再生可能エネルギーの利用拡大など、気候変動への対策を

さらに加速させていく必要があります。 

福岡市においては、令和２年２月に「2040 年度温室効果ガス排出量実質ゼロに向けた 

チャレンジ」を表明し、様々な取組みを進めていますが、ここに気候変動の影響への危機

感と温暖化のもたらす深刻な状況を改めてあらゆる主体と共有し、連携・協力しながら、

脱炭素社会の実現に向けて行動を加速させていくことを宣言します。 

 

           令和４年７月（予定） 

福岡市長  
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